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盛岡大学・盛岡大学短期大学部　資料請求における個人情報の取扱いについて　
　ご提供いただいた個人情報は、学内で管理し、大学案内や願書、オープンキャンパスの案内等本学の情報の
発信のため以外には使用しません。学内資料作成のために個人を特定しない形で、統計的な調査に使用する場
合があります。
　今後、本学からの資料の発送等の情報提供が不要の場合は本学入試センターにご連絡ください。
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令和７年度　入学試験問題出題者講評

学校推薦型選抜　小論文（文学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　一昨年は水道行政に、昨年は生成 AIの活用に関する主題であった。今回は受験者も経験した年代の「中
学校の卒業式における染髪についての生徒指導」を主題とした。志願者には日常的に身近な問題について考
え、議論し、小論文を書く訓練をしてほしいという願いをこめている。
　形式は、例年通りに問１が要約、問２が問１を踏まえた意見の論述とした。問１は昨年のように筆者の考
えの要約ではなく、登場する２人の校長の考え方をそれぞれ読み取るものとした。しかし傾向を変えたわけ
ではない。問１は、問２の論述にあたって理解しておかなければならない２校長の考えの違いを分かりやす
くするための内容である。
　要約は、傍線部（１）は直前に校長の考えがまとめられているため比較的易しいが、（２）は傍線部の後に
エピソードが紹介されており、まとめは次の形式段落にあるため、近視眼的な読み方ではたどり着きにくい
と思われる。文章の構造を俯瞰的に見取る練習が必要だ。
　問２の論述は、問１が観点を誘導する形にしたため、例年以上に賛成／反対の立場が取りやすいと思われ
た。そのぶん論述において、理由の明示や論理の構成に注目して評価することを意図した。
　なお問１・問２を通じて、誤字・脱字および文法の誤り等、表記も例年通り採点対象としている。

２　採点後の講評
　問１・問２の合計平均得点率は７割で、例年通りであった。残念なのは誤字・脱字および文法の誤りが散
見されたことである。内容以外の減点はなくすべきだ。普段から人に校正してもらうことを勧めたい。なお
９割以上得点した受験者も全体のおよそ２割であった。
　問１（要約）はおおむね好調であった。一方、問２（意見の論述）では、ふたつの課題が見られた。ひと
つは、観点が具体的になりきっていないことである。たとえば「（１）の校長に賛成」では具体性が足りな
い。「主人公だから入場させるという考えに賛成」や「堂々と見せることに賛成」のように、具体的にすれば
論点を絞ることにもなり、そのぶん論述に字数を割くことができる。もうひとつは、自論の根拠が本文中に
閉じてしまうことである。たとえば「指導方針を緩めることに反対」ならば、本文中の母親が言った「それ
は裏切り行為だから」では根拠にならない。「一度示したルールを後出しで変えないのが社会の約束だから」
のように、自論は本文の外から示されるものなのである。

学校推薦型選抜　小論文（栄養科学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　問題形式は、問題文および資料（図表）をふまえて解答させる資料提示型をとった。問では、日常生活の
中で身体活動量（歩数）を増やすことのメリットや現状に関する問題文、国および岩手県の日常生活におけ
る目標歩数、岩手県における一日の平均歩数の推移に関する２つの図表をふまえて、「どのようなことをす
れば岩手県民の日常生活における歩数を増やすことができるか」について、400 字以上 500 字以内で自分の
考えを書くことを課した。その際、問の意図を踏まえ自分の考えを適切に展開できているかを評価した。問
の意図を踏まえていない場合、解答が未完成あるいは字数超過・不足の場合は 0 点としたほか、主語・目的
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語・述語の対応、副詞、形容詞の使い方の誤り、文意が不明となるような文章構造上の誤り、文体の不統一、
原稿用紙の誤用、誤字・脱字、送り仮名の誤り、話し言葉の使用、不適切・不明瞭な文字表記がある場合は
減点した。

２　採点後の講評
　問では、問題文と図をふまえ、「日常生活における歩数が少ない理由」を考察したうえで、「どのようなこ
とをすれば岩手県民の日常生活における歩数を増やすことができるか」について、制限字数内で自分の考え
とその根拠を述べる必要があった。例えば、理由としては、「首都圏と違って地方は公共交通機関が発達して
いない地域が多く、自家用車依存の生活スタイルが定着している」などが考えられる。そこから「地域全体
をカバーする、低料金の公共バスを走らせ、徒歩とバス利用で移動しやすい環境を整えるとよいのではない
か。これが実現すれば、通勤、通学で車を利用しなくなり、その結果、歩数が増えると考える」、「歩くことの
メリットを広く普及・啓発するとともに、公共バス運行を強力に宣伝するとよいのではないか。それは、環
境が整っても本人にその気がなければ意味がないことに加え、せっかく良い取り組みでも知られていなけれ
ば利用につながらないからである」などが考えられる。解答では、問の意図をふまえて適切に自分の考えを
展開していたものがあった一方、問題の意図を踏まえていない、考えの根拠（理由）の説明がない、論旨が
不明確である、段落構成が無いなど、内容の吟味が不十分なものもみられた。なお、受験生の平均点は 48.7
点であった（70 点満点）。

総合型選抜（併願制）　小論文（文学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　この小論文問題では、最近の若者は「すぐ辞める」といわれる中で、その背景にある若者の心情や若者に
対するオトナ世代の認識について論じた文章の要点を捉えること（問１）、さらに、問１での課題文と問２で
の課題文及び図での内容を踏まえ、近年の若者の退職申し出が「突然」であることについて、世代間ギャッ
プを考慮に入れ、受験者自身の考えを論じることを求めた。課題文については、「職場の若者」に焦点をあて
たものであり、上司との価値観や捉え方の違いなどの世代間ギャップに関する問題提起は「若者」として分
類される受験者においても、非常に身近なこととして捉えることのできる内容である。
　問１は、課題文の要点を 150 字以上 250 字以内でまとめることを課し、読解力及び規定の字数で要約する
能力を問うた。問２は、課題文と図を踏まえて、自分の考えを 400 字以上 500 字以内で述べる問題であり、
課題文と図の両方の要点を押さえた上で自分の考えをまとめる能力を問うた。
　問１では、４つの要点が押さえられているか（1.最近の若者は「すぐ辞める」といわれる。しかし、実際
には大学新規卒業者の３年後離職率は、最近 30 年間で 3 割程度で推移している。あるいは変わっていない、
2.「突然辞める」といわれるのは、若者が事前の相談なく、退職を心に決めた直後に退職することを伝えてい
るからである、3.オトナ世代から見ると、若者が突発的に辞めたり、事件が起こったりすることが多い。若
者を「よく分からない人たち」と捉えている、4.他方で、若者は上司や先輩に対し「やってられない」感情
を抱き、絶望している）、要約文が全体として整合性をもっているか、を評価した。また、問１及び２とも、
誤字脱字、送り仮名の誤り、不適切表記については減点対象とした。

２　採点後の講評
　70 点満点で、最低点は 43 点、最高点は 63 点であった。平均点は 53 点で約 76%の正答率であった。問１
では多くの受験者が一部の要点を押さえていたものの、すべての要点が適切に押さえられていない解答も見
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られ、その点については減点の対象とした。特に、大学新規卒業者の３年後離職率は、最近の 30 年間で３割
程度もしくは変わっていないという現状と最近の若者は「すぐ辞める」といわれていることの関連性につい
て、明確に押さえている解答が少なかった。
　問２では、課題文の要点を整理することに意識が向き、考えが不明瞭な解答や図に示されているデータに
触れていない解答については得点が伸び悩んだ。一方、自身の考えが明確に示され、独自の論が展開できて
いる解答については高い得点となった。課題文だけではなく、図の内容にも十分に注意して解答することを
求めたい。

一般選抜　国語（文学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　「現代の国語」「言語文化」の内容からの出題。問題は〔一〕〔二〕の大問二つから成り、〔二〕については

（甲）と（乙）に分かれる。〔一〕と〔二〕の（甲）は近代以降の文章から、（乙）は古典分野からの出題であ
る。ただし、本年度から古典分野については、昨年度まで出題されていた漢文問題がなくなり、古文問題の
みの出題となる。〔一〕の解答は全受験者に必須、〔二〕は（甲）と（乙）のどちらか一方を選んで解答すれ
ばよい。出題の傾向自体は例年と大きく変わってはいない。
　〔一〕と〔二〕の（甲）は漢字の読み書き問題から始まり、本文中の表現の意味を問う問題、さらには文章
が正確に読み解けているか試す問題へと続く。今回は〔一〕で文学史に関わる問題もあった。〔二〕（乙）の
古文では、最初に口語訳問題があり、本文内容の読解力を試す問題が続いている。例年通り、文法および文
学史関連の問題も出題されていた。〔一〕〔二〕全体を通じて、特に難問と言えるようなものはなく、語彙に
関わる知識と基本的な文章読解能力を身に着けていれば、比較的容易に対応できるであろう。

２　採点後の講評
〔一〕
　町田そのこ『夜明けのはざま』からの出題。葬儀会社に勤める女性が主人公の小説である。解答にあたっ
ては、主人公や主人公を取り巻く登場人物たちの心情に注意したい。問一は漢字の読み書き問題。（イ）「コ
ンキュウ」の正答率が低かった。「窮」など、画数の多い漢字であっても正確に覚えておきたい。問二は、表
現の意味を問うもので、⑴「辛気臭い顔」の正答率は六割であったが、④を選択する解答が二割を超えてい
た。本文に即して意味を考えたいところである。⑵、⑶の正答率は八割以上と高かった。問三は主人公の母
親の心情を問うもので、正答率は九割近かった。母親の複雑な感情をしっかりと捉えられていたと言える。
問四は主人公が母親と姉の気持ちをどのように受け取っているのかを問うもので、正答率は九割を超えてい
た。母親と姉の台詞に注目して読めば正答にたどり着くはずである。問五は主人公の心情を問うもので、こ
れも正答率は九割以上であった。主人公とその恋人との会話を丁寧に読めば正答にたどり着くはずである。
問六も主人公に関するもので、問五と関連する問題である。正答率は八割を超えていた。問七は作中の登場
人物たちに関する正誤問題。正答率は九割だった。複数の登場人物の心情に注意して読めば、正当はしぼら
れる。問八は文学史問題。正答率は七割近かったが、①、②を選択する誤答も見られた。文学者とその代表
作は併せて覚えておきたい。

〔二〕
　（甲）桜井英治『贈与の歴史学』からの出題。解答にあたっては、「贈与」に付随する四つの義務について、
それがどのようなもので、どのようなあらわれかたをするのか的確に読み取っておきたい。問一は漢字の読
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み書き問題。（イ）「セイボ」、（ウ）「カコン」の正答率が低い。（ウ）では「カコン」の「コン」に「恨」字
を当てる誤答が見られた。問二の正答率は、⑴は七割半ばと高かった一方で、⑵は三割に満たなかった。「吝
嗇」を日常生活で使う機会はあまりないかもしれないが、文章中ではしばしば見かける。覚えておいてよい言
葉である。問三の正答率は七割。よくできていた。問四も全体的にはよくできていたが、抜き出し方が正確
でないために減点されているケースがあった。問五の正答率は三割強と高くない。②③を選ぶ誤答が目立っ
た。正答を導くには「神々の競合状態」と表現された状態がどのようなものなのか、正確に把握できていな
ければならない。問六の正答率は四割弱。正答以外の選択肢を選ぶ受験生も、おのおのについて一割から二
割程度認められた。内容合致に関わる問題は、一つ一つの選択肢の内容と本文の内容とを慎重に照合したう
えで解答することが肝要である。

　（乙）は『松浦宮物語』からの出題。遣唐使として唐を訪れた少将は、年若くして学才に優れ、また容貌も
美しく、御門からのご寵愛も一入であった。この点を押さえたうえで設問に臨みたい。問一は口語訳問題。
正答率は⑴⑶が六割強であったが、⑵は五割弱とやや低く、⑤を選ぶ誤答が二割以上あった。「おぼされて」
は尊敬表現であるから、それを「お思い申し上げて」と謙譲表現として訳するのは不適切。問二の正答率は
七割。問三は、特に「せさせ」の部分でうまく分けられない解答が出るかと予想されたが、そこも含め、全
体的によくできていた。問四について、満点の六点が得られた解答はあまり多くなかった。正答として備え
るべき内容のうち、いくつかを落としているためである。問五・問六・問七は、いずれも比較的よくできて
いた。正答率は問五・問七で七割、問六は六割程度である。問八の正答率は四割弱と思いの外低い。①を選
ぶ誤答が四割以上あった。藤原定家は鎌倉初期の歌人であるが、①の『古今和歌集』の成立は平安初期であ
り、時代的に合わない。文学史問題で失点すると、総点に響く。確実に得点できるよう、基本的なところは
あらかじめしっかりと把握しておきたい。

一般選抜　理科（栄養科学部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　理科の問題は、いずれも教科書に記載されている内容を中心に作題したものである。教科書を勉強してい
れば十分であるが、その際、分野ごとの関連も意識して学習することが大切である。身につけた個々の知識
を、いくつかのキーワードを使って簡潔な文章にまとめることなどによって、有機的に結びつけておくこと
が求められる。

２　採点後の講評
〔理科－化学基礎〕
　設問〔Ⅰ〕は、物質の構成元素に関する問題である。問１は元素・単体と化合物に関する説明文が穴埋め
になっている。問２は物質を分類する問題であり、問３は元素の確認（炎色反応）について問う内容となっ
ている。化学を学ぶ上での基本となる「物質とは何か」という物質の構成に関する内容であることから、平
均点は 25 点満点で 21.4 点（85.7％）と非常に高い正答率であった。
　設問〔Ⅱ〕は、元素の周期表と化学結合に関する問題である。問１はイオン化エネルギーの周期的変化に
関する問題、問２は物質を構成する粒子の結合について答える問題、問３は電子式と構造式を描く問題であ
る。本分野も化学基礎の中では基本となる「物質を構成する粒子の結びつき」すなわち化学結合に関する内
容ではあるが、元素名や結合名にミスが多く見られ、平均点は 25 点満点で 18.1 点（72.3％）と設問〔Ⅰ〕よ
り低い正答率であった。
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　設問〔Ⅲ〕は、中和滴定に関する問題である。問１は実験器具に関する問題であり、問２は中和滴定に使
用される指示薬について、問３は計算問題である。例年、計算を必要とする応用問題は正答率が低く、今回
も 25 点満点で 11.9 点（47.4％）と非常に低かった。本問のように応用力を問う問題に正答できることは重要
である。また、科学の分野において誤差と精度を表すために必須である、有効数字についての理解度も十分
ではないことが窺えた。
　設問〔Ⅳ〕は、酸化還元反応に関する問題である。問１は酸化還元の定義について、問２は酸化数について、
問３は化学反応式と濃度について問う内容となっている。物質の化学反応のなかでも重要な、酸化還元に関
する理解度を試す基本的な内容ではあるが、残念ながら無回答が多く、平均点は 25 点満点で 9.6 点（38.6％）
と非常に低い結果となった。
　化学基礎では応用問題の正答率が低く、苦手意識が強いことが感じられる。単に四則演算力ではなく、「原
理原則を理解して活用できる力」が求められる学科である。さらに、人間と栄養の関係を理解するうえでも
化学反応の知識は不可欠であることから、高校までにしっかりと理解しておくことが重要である。全体の平
均点は 61.0 点と６割以上ではあったが、入学後に求められる重要な点は押さえておく必要がある。

〔理科－生物基礎〕
　設問〔Ⅰ〕は、遺伝子とそのはたらきに関する問題である。問１は、遺伝子の本体について探求する実験
に関する問題であり、数題にわたって受験者の理解度を測る。問２は、染色体の特徴やそのはたらきについ
て受験者の理解を測る。生物の生命活動の存続に必要なすべての遺伝情報を担っている遺伝子について理解
しておく必要がある。いずれも頻出分野からの出題であり、正確な知識を身につけていることが求められる。
平均点は、25 点満点で 15.2 点（60.7％）であった。
　設問〔Ⅱ〕は、ヒトの体内環境の維持に関する問題である。問１は、ヒトの体液の一つである血液につい
て、血液に含まれる成分とその主なはたらきなどの表を含めた問題形式で、数題にわたって受験者の理解度
を測る。ヒトの血液成分の特徴と全身を循環する血液成分のはたらきについて理解しておく必要がある。平
均点は、25 点満点で 14.3 点（57.1％）であった。
　設問〔Ⅲ〕は、ヒトの体内環境の維持に関する問題である。問１は、食物に含まれる栄養素（糖質・たん
ぱく質・脂質）の生体内での消化吸収などの代謝について、数題にわたって受験者の理解度を測る。生体内
での栄養素（糖質・たんぱく質・脂質）の消化吸収に関連する代謝について深く理解しておく必要がある。
分野ごとの関連を意識して学習することにより、個々の知識を結びつけて理解しておくことが求められる。
平均点は、25 点満点で 11.7 点（46.7％）であった。
　設問〔Ⅳ〕は、生物の特徴と多様性に関する問題である。問１は、生物の共通性である細胞とエネルギー
代謝の仕組みについて、植物の光合成の実験結果に関する計算問題を含めた問題である。すべての生物に共
通する特徴の一つである細胞のエネルギー代謝の仕組みを習得しておくとともに、植物の光合成の仕組みと
光の強さによる光合成の反応について理解しておく必要がある。平均点は 25 点満点で 20.2 点（80.9％）で
あった。

一般選抜　英語（文学部・栄養科学科部）

１　出題の意図（形式・傾向）
　基本出題構成は、【第Ⅰ問 =文法、文章意図読解、第Ⅱ問＝短い対話と長い会話の内容読解問題、第Ⅲ問 =
図、グラフの読み取り、第Ⅳ問 =読解問題】である。第Ⅰ問では、文中への適語の補充、先行する一文を読
んだ上での後続文の予測を出題した。第Ⅱ問では対面会話内容からそこに埋め込まれた心理を予測する問題
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と、インターネット上での双方向応答問題を出題した。第Ⅲ問では統計資料の読み取りを出題した。第Ⅳ問
は長文読解問題とした。

２　採点後の講評
（ア）（文学部）
　最高点は 97 点、最低点は 14 点、平均点は 59.7 点であった。

〔Ｉ〕
　　問１ 　文中の空所に入れるべき適語を選択する問題である。（7）以外すべての正答率が 50％を下回っ

た。英語の慣用的な言い回しが出題されている。たとえば（2）では、自分に自信がある人間は「鼻
高々」といったような言い回しについては、文章に表現されている状況を想像しながら、適切な語
句を導き出して欲しい。

　　問２ 　先行する文章を受け、その内容を咀嚼した上で、後続するのに適切な文脈を選択する問題である。
（7）の正答率が高かった一方、（5）の正答率が低かった。世界的に著名なシェイクスピア「ハムレッ
ト」の一節であり、高校時代からこうした文学作品にも馴染んで欲しい。

〔Ⅱ〕
　　問１ 　会話の流れを理解し、会話内の特定の発言や行動の意味を読み取り、そこに出現する事態の真相

を問う問題である。（8）の問題について 75％、他の 2 問については 50％の受験者が正答するという
際立って正答率は高く、読み取りが良くできていた。

　　問２ 　会話の流れから一方の話者の心情を推し量り、適切な回答を選択する問題である。本問について
も正答率が高く、話者の心情をしっかり読み取れていた。

　　問 3 　 英語による比較的長い会話における対話内容が理解できるかを問う問題である。この部分におけ
る正答率は全体的に高かった。特に、（14）の正答率は 93％であった。

　　問４ 　インターネット上のソーシャルメディアでの対話文の理解を問う問題である。この部分における
正答者の割合は 5 割強から 9 割程度であった。

〔Ⅲ〕グラフや表を読み取ることができるかを問う問題である。
　　問１ 　アメリカにおける音楽市場の流行の変化をグラフから読み取る問題である。（23）の正答率が 68%

ではあったものの、（22）の正答率は 84%、（24）の正答率は 78%、（25）の正答率は 71%と、総じ
て高かった。

　　問２ 　世界の主要な美術館・博物館の訪館者数をグラフから読み取る問題である。（27）の正答率は 96%
ときわめて高かったが、（26）、（28）と（29）の正答率は 40 ～ 50%程度に留まった。（26）はグラ
フ全体の内容を理解しているかを問う問題、（28）と（29）はグラフの内容に基づく正誤判定問題で
ある。文法知識や語彙力に加え、文脈を押さえる読解力も必要とされる。

〔Ⅳ〕 　オリンピックの起源と歴史的発展、さらには近年の展開について説明した長文の読解問題である。昨
年、文学部、栄養科学部の受験者ともに読解の問題には苦戦したようであったが、本年度の問題に関し
ては全体的に正答率が高く、（30）と（34）以外すべての正答率は 60％台となっており長文をしっかり
読み取れていた。
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（イ）（栄養科学部）
　最高点は 96 点、最低点は 18 点、平均点は 58.8 点であった。

〔Ｉ〕
　　問 1 　文中の空所に入れるべき適語を選択する問題である。（4）の正答率が他に比べ顕著に低かった。

（4）の問題は、「うわさを肯定も否定もしない」という文脈であり、deny の適切な対義語を考える
ことが解法のポイントとなる。

　　問２ 　先行する文章を受け、その内容を咀嚼した上で、後続するのに適切な文脈を選択する問題である。
（7）の正答率が高かった一方、（5）と（6）の正答率が低かった。（5）は世界的に著名なシェイクス
ピア「ハムレット」の一節であり、高校時代からこうした文学作品にも馴染んで欲しい。

〔Ⅱ〕
　　問１  会話の流れを理解し、会話内の特定の発言や行動の意味を読み取り、そこに出現する事態の真相

を問う問題である。いずれも正答率が 50％から 60％と高く、読み取りが良くできていた。

　　問 2 　会話の流れから一方の話者の心情を推し量り、適切な回答を選択する問題である。本問について
も正答率が高く、話者の心情をしっかり読み取れていた。特に、（11）と（13）については、7 割を
超える受験者が正答するという結果となった。

　　問３ 　英語による比較的長い会話における対話内容が理解できるかを問う問題である。この部分におけ
る正答率は全体的に高かった。特に、（14）については 100％の受験者が正答した。

　　問４ 　インターネット上のソーシャルメディアでの対話文の理解を問う問題である。この部分における
（18）の正答率が 88％と高かった一方、（19）の正答率が 34％と低かった。一緒にゲームをしたいと
いうよりも、ゲームを紹介したいのだということを読み取って欲しい。

〔Ⅲ〕グラフや表を読み取ることができるかを問う問題である。
　　問１ 　アメリカにおける音楽市場の流行の変化をグラフから読み取る問題である。（23）の正答率が 53%

ではあったものの、（22）の正答率は 75%、（24）の正答率は 81%、（25）の正答率は 78%と、総じ
て高かった。

　　問２ 　世界の主要な美術館・博物館の訪館者数をグラフから読み取る問題である。（27）の正答率は 100%
ときわめて高かったが、（26）、（28）と（29）の正答率は 40 ～ 50%程度に留まった。（26）はグラ
フ全体の内容を理解しているかを問う問題、（28）と（29）はグラフの内容に基づく正誤判定問題で
ある。文法知識や語彙力に加え、文脈を押さえる読解力も必要とされる。

〔Ⅳ〕 　オリンピックの起源と歴史的発展、さらには近年の展開について説明した長文の読解問題である。昨
年、文学部、栄養科学部の受験者ともに読解の問題には苦戦したようであったが、本年度の問題に関し
ては全体的に正答率が高かった。（30）以外正答率は 44％から 78％となっており長文をしっかり読み取
れていた。（30）の正答率が 19％と低かった。「世界的なパンデミックにもかかわらず、このイベントは
重要である」という筆者の意図を読み取って欲しい。
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令和７年度　盛岡大学学校推薦型選抜　小論文（文学部）

出典：�原田�琢也「ブラック校則」が生み出されるメカニズムに関する一考察：学校内部の視点から�金城学院大学論集.�
社会科学編19⑴ ,26-45,2022-09-30
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令和７年度　盛岡大学学校推薦型選抜　小論文（栄養科学部）

− 9 −



令 和 七 年 度 　 盛 岡 大 学 総 合 型 選 抜 （ 併 願 制 ） 　 小 論 文 （ 文 学 部 ）
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令 和 七 年 度 　 盛 岡 大 学 一 般 選 抜 　 試 験 問 題 　 国 　 語 （ 文 学 部 ）
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国語　　配点 100 点
〔一〕問一　ア 手土産　　イ 困窮　　ウ 垣根
　　　　　 エ またた　　オ 漏

（2 点× 5）
　　 問二　⑴ ③　 ⑵ ④　 ⑶ ① （3 点× 3）
　　 問三　④ （7 点）
　　 問四　② （7 点）
　　 問五　③ （8 点）
　　 問六　⑤ （8 点）
　　 問七　⑤ （7 点）
　　 問八　④ （4 点）

〔二〕（甲）
　　 問一　ア 潮流　　イ 歳暮
　　　　　 ウ 禍根　　エ わいろ （2 点× 4）
　　 問二　⑴ ④　 ⑵ ① （3 点× 2）
　　 問三　② （7 点）
　　 問四　 金持ちは道徳的にも優れている、ある

いは優れていなければならない
（5 点）

　　 問五　⑤ （7 点）
　　 問六　③ （7 点）　

〔二〕（乙）
　　 問一　⑴ ③　 ⑵ ②　 ⑶ ② （3 点× 3）
　　 問二　③ （5 点）
　　 問三
　　　　え｜も｜言は｜ず｜せ｜させ｜たまふ

（完答で 4 点）
　　 問四　 異国の人間であり年も若い少将を、御

門が格別に厚遇して側近くに置いて
いるから。 （6 点）

　　 問五　① （4 点）
　　 問六　④ （4 点）
　　 問七　⑤ （5 点）
　　 問八　④ （3 点）

令和７年度　一般選抜試験問題解答例
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理科　　配点100点
化学基礎
Ⅰ　（25 点）

問１　ア 元素　　イ 元素記号　　ウ 単体
　　　エ 化合物　オ 同素体

（1 点× 5）
問２　⑴ ウ ② ③ ⑦ ⑧ ⑩
　　　　 エ ① ④ ⑤ ⑥ ⑨

  （1 点× 10）
　　　⑵ ② と ⑦　　 ③ と ⑧  

（2 点× 2）
問３　⑴ 炎色反応
　　　⑵ 黄色：Na　  青緑色：Cu

（2 点× 3）

Ⅱ　（25 点）
問１　⑴ イオン化エネルギー  or
　　　　 第一イオン化エネルギー　　（1 点）
　　　⑵ ヘリウム   ネオン   アルゴン
　　　⑶ カリウム   ナトリウム   リチウム

（1 点× 6）

問２　⑴ イオン結合　　⑵ 共有結合
　　　⑶ 分子間力　　　⑷ 不対電子
　　　⑸ クーロン力 or 静電気力

（2 点× 5）

問３　⑴ 電子式　　　　構造式

　　　⑵ 電子式　　　　構造式

（2 点× 4）

Ⅲ　（25 点）
問１　ア ② メスフラスコ
　　　イ ⑦ ホールピペット
　　　ウ ① コニカルビーカー
　　　エ ⑧ ビュレット

（番号：1 点× 4、名称：2 点× 4）

問２　フェノールフタレイン　　　　（2 点）
問３　⑴ 0.050 or 5.0 × 10 − 2 mol/L

（2 点）
　　　⑵ 0.10 or 1.0 × 10 − 1 mol/L

（3 点）
　　　⑶ 0.68 or 6.8 × 10 − 1 mol/L
　　　　 4.0 %　　　　　　　　　（3 点× 2）

Ⅳ　（25 点）
問１　a 酸化　b 還元　c 還元　d 酸化　
　　　e 酸化　f 還元　　　　　　（1 点× 6）
問２　⑴ ＋６　　⑵ −３　　　　（2 点× 2）
問３
⑴ H2O2 → O2 ＋ 2H+＋ 2e－　　　　（2 点）
　 MnO4

－＋ 8H+＋ 5e－ → Mn2+＋ 4H2O
（2 点）

⑵ 2MnO4
－＋ 5H2O2 ＋ 6H+

　 → 2Mn2+＋ 5O2 ＋ 8H2O　　　　（2 点）
⑶ 2KMnO4 ＋ 5H2O2 ＋ 3H2SO4

　 → 2MnSO4 ＋ 5O2 ＋ 8H2O＋ K2SO4

（3 点）
⑷ 1.0 mol/L　　3.4 %　　　　　　（3 点× 2）

令和７年度　一般選抜試験問題解答例
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理科　　配点 100 点
生物基礎
Ⅰ　（25 点）

問１　⑴ ア ウイルス
　　　　 イ DNA
　　　　 ウ タンパク質 （2 点× 3）
　　　⑵ エ オ ハーシー　チェイス

（1 点× 2）
　　　⑶  T2ファージの外殻が菌体（大腸菌）

の表面から外れる。　　　　（3 点）
　　　⑷ イ 沈殿した大腸菌
　　　　 ウ 上澄み　　　　　　　（2 点× 2）
　　　⑸ 遺伝子の本体は DNAである。

（4 点）
問２　① ×　② 〇　③ ×　　　　（2 点× 3）

Ⅱ　（25 点）
問１　⑴ 恒常性（ホメオスタシス）

（2 点× 1）
　　　⑵ ア 組織液　　イ 赤血球
　　　　 ウ 白血球　　エ 無
　　　　 オ 骨髄　　　カ 肝臓
　　　　 キ ヘモグロビン
　　　　 ク 食作用　　ケ 血液凝固

（2 点× 9）
　　　⑶ 鎖骨下静脈 　（3 点）
　　　⑷ ③ （2 点）

Ⅲ　（25 点）
問１　⑴ ア グリコーゲン
　　　　 イ インスリン
　　　　 ウ アンモニア　エ 尿素
　　　　 オ 解毒　カ 脂肪

（2 点× 6）
　　　⑵ 静脈血 （2 点）
　　　⑶  B細胞 （2 点）
　　　⑷ グルカゴン　アドレナリン
　　　　 成長ホルモン　チロキシン
　　　　　　　　　　　　　から 2 つ

（2 点× 2）
　　　⑸ 糖新生 （2 点）
　　　⑹ アルブミン （3 点）

Ⅳ　（25 点）
問１　⑴ ア 細胞　イ 細胞膜　ウ ATP
　　　　 エ ミトコンドリア　 オ 水
　　　　 カ 葉緑体（光合成色素）
　　　　 キ 光エネルギー　　 ク 酸素

（2 点× 8）
　　　⑵  すべての生物は共通の祖先から進

化したことがいえる。　　　（3 点）　　　 
⑶ 25℃  （3 点）
⑷ 20℃  （3 点）
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英語　　配点 100 点
〔Ⅰ〕　問１　⑴ ②　　⑵ ①　　⑶ ④　　⑷ ②  （2 点× 4）
　　　問２　⑸ ③　　⑹ ①　　⑺ ②  （2 点× 3）

〔Ⅱ〕　問１　⑻ ②　　⑼ ①　　⑽ ①  （2 点× 3）
　　　問２　⑾ ②　　⑿ ④　　⒀ ①  （3 点× 3）
　　　問３　⒁ ④　　⒂ ②　　⒃ ①　　⒄ ③  （3 点× 4）
　　　問４　⒅ ②　　⒆ ③　　⒇ ④　　㉑ ①  （3 点× 4）

〔Ⅲ〕　問１　㉒ ②　　㉓ ②　　㉔ ④　　㉕ ④	 	 （3 点× 4）
　　　問２　㉖ ④　　㉗ ④　　㉘ ④　　㉙ ②	 	 （3 点× 4）

〔Ⅳ〕　問　㉚ ②  　　（3 点）
　　　　　㉛ ③　　㉜ ④　　㉝ ③　　㉞ ④　　㉟ ③ （4 点× 5）
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